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新
会
長
に 

金
谷

　
茂

　
氏

 

（
盛
岡
・
厨
川
小
Ｐ
）

平成24年度　第１回通常総会開催される
　
平
成
24
年
度
の
第

１
回
通
常
総
会
が
６

月
10
日
（
日
）
13
時

か
ら
サ
ン
セ
ー
ル
盛

岡
で
開
催
さ
れ
、
正

会
員
で
あ
る
県
内
33

市
町
村
よ
り
出
席
19

名
、
委
任
状
０
名
、

書
面
表
決
書
提
出
14

名
の
出
席
を
得
て
、

平
成
23
年
度
事
業
・

決
算
報
告
や
そ
の
他

の
案
件
審
議
が
な
さ

れ
た
。

　
米
澤
慎
悦
会
長
は

挨
拶
で
「
子
ど
も
た
ち
を
取
り
巻

く
様
々
な
問
題
を
解
決
す
る
た
め
、

親
同
士
が
集
い
、
情
報
を
共
有
し
、

学
校
や
地
域
と
連
携
を
と
り
、
信

頼
関
係
を
強
く
す
る
こ
と
が
重
要
。

今
年
度
は
一
般
社
団
法
人
へ
の
移

行
、
共
済
事
業
の
開
始
と
新
た
な

第
一
歩
を
踏
み
出
す
年
に
な
る
。

災
害
支
援
も
情
報
を
収
集
し
、
各

方
面
と
連
携
を
取
り
な
が
ら
引
き

続
き
行
っ
て
い
く
こ
と
が
大
切
で

あ
る
。私
た
ち
Ｐ
Ｔ
Ａ
役
員
が
し
っ

か
り
と
し
た
想
い
を
持
ち
、
子
ど

も
た
ち
の
笑
顔
づ
く
り
の
た
め
リ
ー

ダ
ー
シ
ッ
プ
を
発
揮
す
る
こ
と
が

求
め
ら
れ
て
い

る
。」
と
述
べ
、

24
年
度
の
活
動

方
針
並
び
に
事

業
見
通
し
を
述

べ
た
。

　
続
い
て
岩
手

県
教
育
委
員
会

菅
野
洋
樹
教
育

長
、岩
手
県
市

町
村
教
育
委
員

会
協
議
会
川
村

登
会
長
、岩
手

県
教
職
員
組
合

豊
巻
浩
也
中
央

執
行
委
員
長
か

ら
祝
辞
を
頂
い
た
。

　
議
事
で
は
議
長

に
久
慈
市
Ｐ
Ｔ
Ａ

連
合
会
会
長
の
野

場
秀
輝
氏
を
選
出

し
、
第
１
号
議
案

平
成
23
年
度
事
業

報
告
、
第
２
号
議

案
23
年
度
収
支
決

算
が
承
認
さ
れ
た

後
、
第
３
号
議
案

平
成
24
年
度
役
員

選
出
に
関
す
る

件
が
舘
澤
良
光
役

員
選
考
委
員
長
の

報
告
ど
お
り
に
決

定
さ
れ
た
。
な
お

平
成
24
年
度
事
業

計
画
並
び
に
予
算

は
、
３
月
の
通
常

総
会
に
お
い
て
承

認
さ
れ
て
い
る
。

　
今
で
も
夢
で
あ
っ
て
ほ
し
い
と
思
う
よ
う

な
震
災
か
ら
一
年
以
上
が
経
ち
ま
し
た
。
復

興
元
年
と
し
て
様
々
な
取
り
組
み
が
求
め
ら

れ
て
お
り
ま
す
が
、
し
か
し
い
ま
だ
復
興
計

画
を
示
す
こ
と
の
で
き
な
い
被
災
地
も
多
く
、

子
ど
も
た
ち
の
生
活
環
境
や
、
学
習
環
境
の

改
善
が
進
ま
な
い
こ
と
に
心
を
痛
め
て
い
ま

す
。
一
日
も
早
い
復
興
を
切
に
願
い
ま
す
と

と
も
に
、
被
災
地
支
援
を
通
し
て
会
員
の
皆

様
か
ら
寄
せ
ら
れ
続
け
て
い
る
多
く
の
善
意

に
深
く
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

　
今
、
社
会
規
範
の
低
下
に
よ
る
信
じ
が
た
い

事
件
や
事
故
が
子
ど
も
た
ち
の
身
の
回
り
に

溢
れ
て
い
ま
す
。
ネ
ッ
ト
か
ら
発
信
さ
れ
る

様
々
な
有
害
情
報
が
子
ど
も
た
ち
の
心
身
に

与
え
る
影
響
は
計
り
知
れ
ず
、
さ
ら
に
は
い
じ

め
や
、
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
不
足
に
よ
る
ト

ラ
ブ
ル
に
ど
の
よ
う
に
立
ち
向
か
っ
て
い
く

の
か
、
ま
さ
に
親
の
力
が
試
さ
れ
る
時
で
は
な

い
で
し
ょ
う
か
。
家
庭
の
教
育
力
向
上
に
向

け
、
親
と
子
の
信
頼
関
係
を
ど
の
よ
う
に
高

め
て
い
く
の
か
も
、
大
き
な
課
題
で
す
。
こ
の

現
状
を
打
開
す
る
た
め
に
は
、
私
た
ち
親
同
士

が
ま
ず
顔
を
合
わ
せ
、
話
し
、
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー

シ
ョ
ン
を
取
り
、
学
校
、
地
域
と
し
っ
か
り
連

携
し
、
そ
れ
ぞ
れ
の
役
割
を
確
認
し
あ
い
な
が

ら
、
子
ど
も
た
ち
が
夢
や
希
望
を
持
っ
て
心
豊

か
に
育
つ
環
境
を
創
っ
て
い
く
こ
と
が
大
切

だ
と
考
え
て
い
ま
す
。

　
今
年
度
、
一
般
社
団
法
人
と
し
て
生
ま
れ

変
わ
り
、
未
来
を
創
造
す
る
新
た
な
岩
手
県

P
T
A
連
合
会
と
し
て
、「
教
育
の
原
点
は
家

庭
に
あ
り
、
子
ど
も
の
教
育
の
土
台
は
家
庭
教

育
に
あ
る
」
と
い
う
言
葉
を
し
っ
か
り
念
頭
に

置
き
、
家
庭
、
学
校
、
地
域
、
行
政
や
関
係
団

体
と
の
連
携
を
深
め
、
今
年
度
の
事
業
を
推
進

し
て
ま
い
り
ま
す
。

平成 23 年度決算のあらまし
Ⅰ事業活動収支の部 単位 : 円
1. 事業活動収入
　基本財産運用収入 750,000
　特定資産運用収入 341,561
　世帯割会費収入（90 円） 7,436,610
児童生徒数割会費収入（800 円） 75,634,400
　補助金等収入 0
　寄付金収入 0
　雑収入 91,662
　　事業活動収入計 84,254,233
2. 事業活動支出
　事業費支出 96,376,540
　管理費支出 8,333,647
　他会計への繰入金支出 0
　　事業活動支出計 104,710,187
　　事業活動収支差額 △20,455,954
Ⅱ投資活動収支の部
1. 投資活動収入
　特定資産取崩収入 32,835,266
　　投資活動収入計 32,835,266
2. 投資活動支出
　基本財産取得支出 0
　特定資産取得支出 20,842,382
　固定資産取得支出 0
　　投資活動支出計 20,842,382
　　投資活動収支差額 11,992,884
Ⅲ財務活動収支の部
　　財務活動収入計 0
　　財務活動支出計 0
　　財務活動収支差額 0
　　　当期収支差額 △ 8,463,070
　　　前期繰越収支差額 100,630,609
　　　次期繰越収支差額 92,167,539
（注）収支予算書は公益法人会計における3区分の様式により作成
※詳細は単位PTA事務局に送付してある平成 24 年度第 1回通常
総会議案書をご参照ください。
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会
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金
谷
　
茂
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平
成
24
年
度
　
役
員
紹
介

会
長
（
一
名
）金

谷
　
　
茂
氏

（
新
任
）

盛
岡
ブ
ロ
ッ
ク

・
盛
岡
市
Ｐ
連
顧
問

・
厨
川
小
Ｐ
Ｔ
Ａ
会
長

副
会
長
（
七
名
）

北
野
澤
純
一
氏

（
新
任
）

第
一
ブ
ロ
ッ
ク
・
久
慈
地
区

・
久
慈
地
区
Ｐ
連
会
長

・
種
市
中
Ｐ
Ｔ
Ａ
会
長

川
村
　
　
清
氏

（
新
任
）

盛
岡
ブ
ロ
ッ
ク

・
盛
岡
市
Ｐ
連
副
会
長

・
杜
陵
小
父
母
と
教
師
の
会
会
長

井
上
　
勝
巳
氏

（
新
任
）

第
二
ブ
ロ
ッ
ク
・
岩
手
地
区

・
岩
手
地
区
Ｐ
連
会
長

・
一
本
木
小
Ｐ
Ｔ
Ａ
会
長

嶽
間
澤
健
一
郎
氏

（
再
任
）

第
三
ブ
ロ
ッ
ク
・
和
賀
地
区

・
北
上
市
Ｐ
連
顧
問

・
東
陵
中
Ｐ
Ｔ
Ａ千

葉
　
弘
之
氏

（
再
任
）

第
四
ブ
ロ
ッ
ク
・
一
関
地
区

・
藤
沢
中
Ｐ
Ｔ
Ａ上

山
　
　
靖
氏

（
新
任
）

第
五
ブ
ロ
ッ
ク
・
宮
古
地
区

・
宮
古
地
区
Ｐ
連
副
会
長

・
田
野
畑
中
Ｐ
Ｔ
Ａ
会
長

鈴
木
　
祐
子
氏

（
再
任
）

県
母
親
委
員
会
委
員
長

・
上
田
中
Ｐ
Ｔ
Ａ
会
長

理
事
（
十
二
名
）

真
下

　
栄
一
氏
（
新
任
）

第
一
ブ
ロ
ッ
ク
・
二
戸
地
区

・
九
戸
中
Ｐ
Ｔ
Ａ
会
長

荒
木
田
和
美
氏
（
新
任
）

第
二
ブ
ロ
ッ
ク
・
紫
波
地
区

・
赤
石
小
Ｐ
Ｔ
Ａ
会
長

衣
更
着
　
潤
氏
（
新
任
）

第
三
ブ
ロ
ッ
ク
・
花
巻
地
区

・
大
迫
中
Ｐ
Ｔ
Ａ
会
長

佐
藤
　
　
猛
氏
（
新
任
）

第
三
ブ
ロ
ッ
ク
・
胆
江
地
区

・
江
刺
第
一
中
Ｐ
Ｔ
Ａ
会
長

千
葉
　
祐
一
氏
（
新
任
）

第
四
ブ
ロ
ッ
ク
・
一
関
地
区

・
滝
沢
小
Ｐ
Ｔ
Ａ
会
長

志
田
　
　
満
氏
（
新
任
）

第
四
ブ
ロ
ッ
ク
・
気
仙
地
区

・
赤
崎
中
Ｐ
Ｔ
Ａ
会
長

大
森

　
勝
美
氏
（
新
任
）

第
五
ブ
ロ
ッ
ク
・
上
閉
伊
地
区

・
吉
里
吉
里
中
Ｐ
Ｔ
Ａ
会
長

小
野

　
國
彦
氏
（
新
任
）

岩
手
県
小
学
校
長
会

・
仙
北
小
学
校
長

高
橋
　
清
之
氏
（
新
任
）

岩
手
県
中
学
校
長
会

・
巻
堀
中
学
校
長

佐
々
木
一
成
氏
（
再
任
）

岩
手
県
小
中
学
校
副
校
長
会

・
北
厨
川
小
学
校
副
校
長

豊
巻
　
浩
也
氏
（
再
任
）

岩
手
県
教
職
員
組
合

・
中
央
執
行
委
員
長

小
森
　
資
司
氏
（
再
任
）

岩
手
県
Ｐ
連
事
務
局
長

・
常
務
理
事

監
事
（
六
名
）

阿
部

　
　
誠
氏
（
新
任
）

第
一
ブ
ロ
ッ
ク
・
二
戸
地
区

・
福
岡
小
Ｐ
Ｔ
Ａ
会
長

石
亀
　
賢
一
氏
（
新
任
）

盛
岡
ブ
ロ
ッ
ク

・
盛
岡
市
P
連
監
事

・
下
小
路
中
Ｐ
Ｔ
Ａ
会
長

坂
下
　
真
一
氏
（
新
任
）

第
二
ブ
ロ
ッ
ク
・
紫
波
地
区

・
矢
巾
東
小
Ｐ
Ｔ
Ａ
会
長

髙
橋
　
光
世
氏
（
新
任
）

第
三
ブ
ロ
ッ
ク
・
和
賀
地
区

・
沢
内
中
Ｐ
Ｔ
Ａ
副
会
長

多
田
　
裕
一
氏
（
新
任
）

第
四
ブ
ロ
ッ
ク
・
気
仙
地
区

・
有
住
中
Ｐ
Ｔ
Ａ
会
長

馬
場
　
厚
生
氏
（
新
任
）

第
五
ブ
ロ
ッ
ク
・
宮
古
地
区

・
岩
泉
中
Ｐ
Ｔ
Ａ
会
長
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平
成
24
年
３
月
10
日
（
土
）、
サ
ン

セ
ー
ル
盛
岡
に
お
い
て
平
成
23
年
度

第
２
回
通
常
総
会
が
開
催
さ
れ
た
。

社
団
法
人
で
あ
る
本
会
は
主
務
官
庁

へ
の
新
年
度
事
業
等
の
届
出
を
前
年

度
内
に
行
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
た

め
、
事
業
計
画
と
予
算
は
例
年
、
こ

の
時
期
に
開
催
さ
れ
る
総
会
で
審
議

さ
れ
て
い
る
。

　
総
会
は
定
款
に
定
め
ら
れ
た
正
会

員
34
名
中
、
本
人
出
席
16
名
、
委
任

状
０
名
、
書
面
表
決
書
提
出
18
名
に

よ
っ
て
審
議
が
行
わ
れ
た
。
総
会
で

は
議
長
に
洋
野
町
Ｐ
Ｔ
Ａ
連
合
会
の

北
野
澤
純
一
氏
が
選
出
さ
れ
、
第
１

号
議
案
の
23
年
度
補
正
予
算
、
第
２

号
議
案
24
年
度
事
業
計
画
、
第
３
号

議
案
24
年
度
収
支
予
算
に
つ
い
て
審

議
が
進
め
ら
れ
、
い
ず
れ
も
満
場
一

致
で
承
認
さ
れ
た
。

　
な
お
本
会
は
現
在
、
一
般
社
団
法

人
へ
の
移
行
認
可
申
請
中
で
あ
り
、

認
可
さ
れ
次
第
、
新
た
な
定
款
に
基

づ
い
た
運
営
と
な
る
こ
と
に
も
関
わ

り
、
評
議
員
選
出
を
行
わ
な
い
こ
と
、

ま
た
、
両
磐
地
区
Ｐ
Ｔ
Ａ
連
絡
協
議
会

が
一
関
地
方
Ｐ
Ｔ
Ａ
連
合
会
と
名
称

変
更
さ
れ
る
旨
の
連
絡
が
あ
り
、
了

承
さ
れ
た
後
、定
刻
に
至
り
閉
会
し
た
。

平
成
24
年
度
の

事
業
計
画
及
び

予
算
が
確
定

平
成
23
年
度
第
２
回
通
常
総
会

平成 24 年度予算のあらまし
Ⅰ事業活動収支の部 単位 : 円
1. 事業活動収入
　基本財産運用収入 0
　特定資産運用収入 0
　世帯割会費収入（200 円） 18,860,000
　共済掛金収入（600 円） 64,380,000
　補助金等収入 0
　寄付金収入 0
　雑収入 528,000
　　事業活動収入計 83,768,000
2. 事業活動支出
　事業費支出 71,484,164
　管理費支出 5,459,550
　他会計への繰入金支出 0
　　事業活動支出計 76,943,714
　　事業活動収支差額 6,824,286
Ⅱ投資活動収支の部
1. 投資活動収入
　特定資産取崩収入 160,000
　　投資活動収入計 160,000
2. 投資活動支出
　基本財産取得支出 0
　特定資産取得支出 4,556,000
　固定資産取得支出 160,000
　　投資活動支出計 4,716,000
　　投資活動収支差額 △ 4,556,000
Ⅲ財務活動収支の部
　　財務活動収入計 0
　　財務活動支出計 0
　　財務活動収支差額 0
Ⅳ予備費支出 1,008,286
　　　当期収支差額 1,260,000
　　　前期繰越収支差額 43,000,000
　　　次期繰越収支差額 44,260,000
（注）収支予算書は公益法人会計における3区分の様式により作成
※詳細は単位PTA事務局に送付してある平成 24 年度第 1回通常
総会議案書をご参照ください。

平
成
24
年
度

 

岩
手
県
Ｐ
Ｔ
Ａ
広
報
コ
ン
ク
ー
ル

兼
「
第
34
回
全
国
小
・
中
学
校
Ｐ
Ｔ
Ａ
広
報
紙
コ
ン
ク
ー
ル
」

第
１
次
審
査
会
の
結
果

小
学
校
の
部

最
優
秀
賞

「
ふ
き
の
と
う
」

 

鱒
沢
小
Ｐ
Ｔ
Ａ

優
秀
賞

「
み
ど
り
」 

緑
が
丘
小
Ｐ
Ｔ
Ａ

「
動
輪
」 

江
釣
子
小
Ｐ
Ｔ
Ａ

優
良
賞

「
ぎ
ん
な
ん
」 

岩
谷
堂
小
Ｐ
Ｔ
Ａ

「
蘭
梅
」 

山
目
小
Ｐ
Ｔ
Ａ

「
だ
い
に
ち
」 

遠
野
小
Ｐ
Ｔ
Ａ

中
学
校
の
部

最
優
秀
賞

「
北
陵
」 

北
陵
中
Ｐ
Ｔ
Ａ

優
秀
賞

「
東
風（
こ
ち
）」

 

一
関
東
中
Ｐ
Ｔ
Ａ

優
良
賞

「
た
か
や
ぐ
ら
」

 

見
前
中
Ｐ
Ｔ
Ａ

「
勇
躍
の
丘
」 

千
厩
中
Ｐ
Ｔ
Ａ

講
評

《
優
れ
て
い
た
と
こ
ろ
》

・
写
真
の
配
置
等
レ
イ
ア
ウ
ト
が

工
夫
さ
れ
て
い
る
作
品
が
多
く

み
ら
れ
ま
し
た
。

・
タ
イ
ム
リ
ー
な
話
題
を
特
集

し
、
地
域
の
顔
が
見
え
る
記
事

が
み
ら
れ
ま
し
た
。

・
テ
ー
マ
に
沿
っ
た
連
載
記
事
を

盛
り
込
み
、評
価
を
す
る
な
ど
、

深
ま
り
の
あ
る
作
品
が
み
ら
れ

ま
し
た
。

・
問
題
提
起
、
ア
ド
バ
イ
ス
、
呼

び
か
け
な
ど
、
工
夫
し
た
企
画

が
あ
り
ま
し
た
。

・
手
作
り
の
雰
囲
気
が
伝
わ
る
作

品
が
あ
り
ま
し
た
。

《
今
後
に
期
待
す
る
こ
と
》

・
校
報
的
な
作
品
も
あ
り
ま
し
た

の
で
内
容
の
バ
ラ
ン
ス
を
意
識

す
る
と
良
い
と
思
い
ま
す
。

・
年
間
テ
ー
マ
を
決
め
て
連
載
す

る
と
一
貫
性
が
あ
る
内
容
に
な

る
と
思
い
ま
す
。

・
Ｐ
Ｔ
Ａ
会
員
の
意
思
形
成
（
組

織
力
を
高
め
る
）
メ
ッ
セ
ー
ジ

の
掲
載
が
あ
る
と
良
い
と
思
い

ま
す
。

・
学
校
・
家
庭
・
地
域
の
パ
イ
プ

役
と
な
る
必
要
も
あ
る
と
思
い

ま
す
。

（
審
査
委
員
長
　
岩
手
県
教
育
委

員
会
生
涯
学
習
文
化
課
社
会
教
育

主
事
　
久
保
田
純
子
）

審
査
委
員

・
県
教
委
生
涯
学
習
文
化
課 

久
保
田
純
子

・
学
識
経
験
者 

柴
田

　
禮
司

・
県
小
学
校
長
会
副
会
長 

小
野

　
國
彦

・
県
中
学
校
長
会
常
任
理
事 

高
橋

　
清
之

・
県
Ｐ
Ｔ
Ａ
連
合
会
会
長 

金
谷

　
　
茂

・
県
P
T
A
連
合
会
副
会
長 

川
村
　
　
清

　
今
年
度
は
、
県
内
31
小
学

校
Ｐ
Ｔ
Ａ
、
中
学
校
30
Ｐ
Ｔ

Ａ
の
計
61
Ｐ
Ｔ
Ａ
か
ら
の
応

募
が
あ
り
、
審
査
の
結
果
、

次
の
作
品
が
入
賞
し
ま
し

た
。入
賞
作
品
に
つ
い
て
は
、

「
全
国
小
・
中
学
校
Ｐ
Ｔ
Ａ

広
報
紙
コ
ン
ク
ー
ル
」
に
出

展
さ
れ
ま
す
。
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歴史とフルーツの里から次代に伝えたい　美しく豊かな岩手の心
～絆を大切にしたPTA活動～

第 40 回岩手県PTA研究大会　紫波大会
平成 24 年 9 月 15 日（土）開催

日　　程

会　　場

記念講演

9：00　　 9：30　　　　　　　　11：30　　  13：00　　　　　　　13：30　　  14：00　　  15：30　　  16：00

受付 分科会 昼食移動
アトラクション
紫波総合高校
（郷土芸能部）

全体会 講演会 閉会行事

全体会 田園ホール
分科会 第 1 分科会 「組織運営」 （JAパーフルパレス）
 第 2 分科会 「研修活動」 （盛岡SCナックスホール）
 第 3 分科会 「健全育成」 （古館公民館ふれあいホール）
 第 4 分科会 「家庭と小学校教育」 （矢巾東小学校）
 第 5 分科会 「家庭と中学校教育」 （矢巾中学校）
 第 6 分科会 「家庭教育セミナー」 （田園ホール）
 第 7 分科会 「特別課題」 （あらえびす記念館）

株式会社八木澤商店社長
（本社は陸前高田市にあ
るが、震災により全壊、
流失。現在は一関市の営
業所で操業）。9代目。
震災からの会社の再建と
復興への取組みなどを通
して、自らの「おもい」
をご講話いただく。

講師紹介

「地域の財産である子どもたちを
　　　　　　いかに地元に残すか」　　河野　通洋　氏

平
成
24
年
４
月
１
日
か
ら
見
舞
金
給
付
事
業
に
か
わ
り

が
ス
タ
ー
ト

し
て
い
ま
す

Ｐ
Ｔ
Ａ
賠
償
責
任

保
険
に
つ
い
て

共
済
事
業

　
昭
和
51
年
６
月
、
岩
手
県
P
T

A
安
全
互
助
会
は
、
学
校
管
理
下

外
及
び
P
T
A
行
事
中
の
事
故
に

対
し
て
見
舞
金
の
給
付
を
目
的
と

し
て
発
足
し
ま
し
た
。
当
時
は
、

民
間
の
損
害
保
険
会
社
に
委
託
し

た
事
業
で
し
た
が
、
平
成
６
年
度

か
ら
は
、
見
舞
金
給
付
を
独
自
で

行
う
自
主
運
営
の
見
舞
金
給
付
事

業
に
移
行
し
ま
し
た
。

　
平
成
23
年
１
月
の
P
T
A
・
青

少
年
教
育
団
体
共
済
法
の
施
行
に

伴
い
、
社
団
法
人
岩
手
県
P
T
A

連
合
会
見
舞
金
給
付
事
業
は
、
平

成
24
年
１
月
に
岩
手
県
教
育
委
員

会
か
ら
共
済
事
業
の
認
可
を
受

け
、
平
成
24
年
４
月
よ
り
新
た
に

共
済
事
業
と
し
て
運
営
す
る
こ
と

と
な
り
ま
し
た
。

　
共
済
事
業
に
加
入
い
た
だ
い
た

単
位
P
T
A
を
組
織
す
る
学
校
等

に
在
籍
す
る
児
童
・
生
徒
・
園
児

の
学
校
管
理
下
外
（
P
T
A
行
事

中
含
む
）、
及
び
P
T
A
会
員（
保

護
者
・
教
職
員
）
の
P
T
A
行
事

中
に
お
け
る
傷
害
事
故
や
傷
害
事

故
に
よ
る
死
亡
に
対
し
て
こ
れ
ま

で
同
様
、
学
校
管
理
下
外
の
生
活

並
び
に
P
T
A
活
動
が
安
心
し
て

取
り
組
め
る
よ
う
共
済
事
業
を

行
っ
て
ま
い
り
ま
す
。

　
見
舞
金
給
付
事
業
の
一
部
と
し
て

こ
れ
ま
で
取
り
扱
っ
て
き
ま
し
た

「
Ｐ
Ｔ
Ａ
管
理
者
賠
償
責
任
保
険
」

は
、
Ｐ
Ｔ
Ａ
・
青
少
年
教
育
団
体
共

済
法
に
基
づ
く
共
済
事
業
で
は
取
り

扱
え
な
い
こ
と
と
な
り
ま
し
た
が
、

平
成
24
年
４
月
１
日
か
ら
は
、
会
費

収
入
の
中
か
ら
保
険
料
を
支
払
い
、

取
次
事
業
と
し
て
お
こ
な
う
こ
と
と

な
り
ま
し
た
。

　
し
た
が
い
ま
し
て
、
岩
手
県
Ｐ
Ｔ

Ａ
連
合
会
の
会
費
を
徴
収
し
て
い
な

い
特
別
支
援
学
校
・
幼
稚
園
・
私
立

学
校
は
、
Ｐ
Ｔ
Ａ
賠
償
責
任
保
険
の

対
象
外
と
な
り
ま
す
。

　
平
成
24
年
４
月
１
日
以
降
、
小

学
校
・
中
学
校
に
お
い
て
、
Ｐ
Ｔ

Ａ
活
動
遂
行
に
伴
う
賠
償
責
任
保

険
の
対
象
と
な
る
事
故
が
起
こ
っ

た
場
合
は
、
損
保
ジ
ャ
パ
ン
ま
で

連
絡
し
て
く
だ
さ
い
。

◆
平
日
昼
間
↓
㈱
損
害
保
険
ジ
ャ

パ
ン
盛
岡
Ｓ
Ｃ
課

℡
０
１
９
―
６
５
３
―
４
１
４
５

◆
平
日
夜
間
／
午
後
５
時
か
ら
翌

日
午
前
９
時
ま
で

土
日
祝
日
（
12
月
31
日
か
ら
１
月

３
日
を
含
み
ま
す
）：
24
時
間
↓

事
故
サ
ポ
ー
ト
デ
ス
ク

フ
リ
ー
ダ
イ
ヤ
ル

℡
０
１
２
０
―
７
２
７
―
１
１
０

詳
細
は
、
平
成
24
年
２
月
、
各
単

位
Ｐ
Ｔ
Ａ
に
配
布
済
の
「
㈱
損
害

保
険
ジ
ャ
パ
ン
」
作
成
パ
ン
フ

レ
ッ
ト
「
岩
手
県
Ｐ
Ｔ
Ａ
連
合

会
／
Ｐ
Ｔ
Ａ
賠
償
責
任
保
険
の
ご

案
内
」
を
参
照
下
さ
い
。

平成 24 年度 共済事業
担当者事務説明会　開催のお知らせ

日時　平成 24年 8月 7日（火）　13時 30分～16時 00分
場所　岩手県青少年会館（盛岡市みたけ 3-38-20）
対象　単位PTA共済事業担当者又は教職員の希望者
持参するもの ①平成 24年度版「共済事業の手引き」
 ②電卓（共済金計算の演習に使用）
 ③印鑑
参加申し込み  平成 24年 7月 27日（金）までに別途学校（園）長宛送

付の「申込書」により、郵便で申し込む。
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私
は
、
日
中
友
好
「
少
年
少
女
の
翼
」

に
参
加
し
、
た
く
さ
ん
の
貴
重
な
体
験

を
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
中
国
で

は
、
実
際
に
水
墨
画
を
描
い
た
り
、
太

極
拳
の
体
験
も
し
ま
し
た
。
と
て
も
難

し
か
っ
た
け
れ
ど
、
中
国
の
長
い
歴
史

や
文
化
を
、
体
で
感
じ
る
こ
と
が
で
き

ま
し
た
。
ま
た
、
現
地
の
中
学
生
と
の

交
流
で
は
、
同
じ
年
と
は
思
え
な
い
完

璧
な
英
語
に
圧
倒
さ
れ
ま
し
た
。
し
か

し
、
ジ
ェ
ス
チ
ャ
ー
を
使
っ
た
り
、
メ

モ
に
書
い
た
り
す
る
こ
と
で
、
言
葉
の

壁
を
乗
り
こ
え
、
楽
し
く
話
を
す
る
こ

と
が
で
き
ま
し
た
。

　
一
番
印
象
に
残
っ
た
場
所
は
、
万
里

の
長
城
で
す
。
急
な
坂
道
や
階
段
は
大

変
だ
っ
た
け
れ
ど
、
上
か
ら
の
景
色
は
、

ま
さ
に
絶
景
で
し
た
。
市
内
観
光
で
は
、

故
宮
、
天
安
門
広
場
、
人
民
大
会
堂
な

ど
を
訪
れ
ま
し
た
。
ど
の
場
所
の
観
光

で
も
、
勉
強
に
な
る
よ
う
な
こ
と
が
た

く
さ
ん
あ
り
ま
し
た
。

　
中
国
で
味
わ
っ
た
、
本
場
の
中
華
料

理
は
、
日
本
で
食
べ
る
中
華
料
理
と
は

全
く
違
い
、
と
て
も
驚
き
ま
し
た
。
食

事
の
と
き
、
日
本
で
は
水
や
お
茶
が
出

さ
れ
る
の
が
一
般
的
で
す
が
、
中
国
で

出
さ
れ
た
の
は
、
炭
酸
飲
料
水
で
し
た
。

そ
れ
も
、
一
つ
の
場
所
に
限
ら
れ
て
い

る
と
思
い
き
や
、
ど
こ
の
レ
ス
ト
ラ
ン

に
も
炭
酸
飲
料
水
が
あ
り
、
日
本
と
中

国
の
一
般
に
飲
ま
れ
る
飲
料
の
違
い
に

驚
か
さ
れ
ま
し
た
。
料
理
の
多
さ
も
日

本
と
は
違
い
、
皿
に
ど
っ
さ
り
盛
ら
れ

た
料
理
は
、
み
ん
な
で
食
べ
て
も
た
べ

き
れ
ま
せ
ん
で
し
た
。
ご
飯
と
ス
ー
プ

　「
少
年
少
女
の
翼
」
に
参
加
し
、
実

際
に
中
国
の
北
京
に
行
っ
て
文
化
・
言

葉
の
違
い
を
た
く
さ
ん
学
び
、
と
て
も

い
い
経
験
を
さ
せ
て
も
ら
い
ま
し
た
。

　
北
京
の
中
学
校
と
の
交
流
会
で
は
、

僕
た
ち
日
本
人
の
こ
と
を
気
遣
っ
て
英

語
で
話
し
て
く
れ
ま
し
た
。
話
し
て
く

れ
た
英
語
は
と
て
も
発
音
が
良
く
ペ
ラ

ペ
ラ
で
、
中
国
の
中
学
校
の
レ
ベ
ル
の

高
さ
に
驚
く
ば
か
り
で
し
た
。

　
ま
た
ミ
ニ
ゲ
ー
ム
や
プ
レ
ゼ
ン
ト
交

換
を
し
て
、
楽
し
く
交
流
を
す
る
こ
と

が
で
き
ま
し
た
。
交
流
会
で
は
言
葉
が

通
じ
な
く
て
も
、
ジ
ェ
ス
チ
ャ
ー
を
し

な
が
ら
表
情
豊
か
に
会
話
を
す
れ
ば
心

が
通
じ
る
こ
と
を
学
び
ま
し
た
。

　
市
内
観
光
で
は
「
鳥
の
巣
」
と
い
う

競
技
場
が
一
番
印
象
に
残
っ
て
い
ま

す
。
外
か
ら
見
る
と
鳥
の
巣
の
よ
う
な

形
を
し
て
い
て
、
穴
が
た
く
さ
ん
あ
い

て
い
る
た
め
「
鳥
の
巣
」
と
い
う
名
前

だ
そ
う
で
す
。
こ
の
競
技
場
は
北
京
オ

リ
ン
ピ
ッ
ク
を
行
っ
た
と
こ
ろ
で
、
言

葉
に
表
せ
な
い
く
ら
い
大
き
か
っ
た
で

す
。
こ
こ
で

世
界
一
が
決

ま
っ
た
と
思

う
と
鳥
肌
が

立
ち
ま
し
た
。

ま
た
、
こ
こ

に
来
て
み
た

い
と
思
え
る

く
ら
い
、
大

き
く
立
派
な

競
技
場
で
し

た
。

　
こ
の
六
日
間
を
一
緒
に
行
動
し
た
四

班
。
最
初
は
み
ん
な
緊
張
し
て
あ
ま
り

会
話
が
な
く
心
配
に
な
っ
た
け
れ
ど
、

時
間
が
た
つ
に
つ
れ
、
一
緒
に
い
て
楽

し
い
友
達
に
な
り
ま
し
た
。
最
後
に
は

み
ん
な
で
輪
に
な
り
、
一
人
ひ
と
り
が

こ
の
六
日
間
の
感
想
と
学
ん
だ
こ
と
を

話
し
ま
し
た
。
毎
日
が
本
当
に
楽
し
く
、

思
い
出
が
た
く
さ
ん
で
き
た
分
、
別
れ

の
時
は
と
て
も
辛
か
っ
た
で
す
。

　
し
か
し
、
こ
の
出
会
い
を
た
っ
た
六

日
間
で
終
わ
り
と
し
な
い
で
連
絡
を
取

六
日
間
で
学
ん
だ
こ
と

最
高
の
六
日
間

二戸市立福岡中学校

阿部　真由子

盛岡市立北陵中学校

原田　柚希

り
合
い
、
ま
た
会
え
る
と
信
じ
て
こ
れ

か
ら
の
日
々
を
頑
張
っ
て
い
き
た
い
で

す
。

　
最
後
に
な
り
ま
す
が
、
こ
の
経
験
を

こ
れ
か
ら
の
人
生
に
生
か
し
て
い
け

る
よ
う
、
何
度
で
も
こ
の
貴
重
な
時
間

だ
っ
た
六
日
間
を
思
い
出
し
、
ど
ん
な

困
難
も
越
え
て
い
け
る
よ
う
に
頑
張
っ

て
い
き
た
い
で
す
。

は
味
が
薄
く
、
お
か
ず
は
味
が
濃
い
こ

と
で
、
味
の
バ
ラ
ン
ス
が
と
れ
て
い
る

こ
と
も
感
じ
ま
し
た
。

　
こ
の
六
日
間
は
、
あ
っ
と
い
う
間
に

過
ぎ
て
い
っ
た
け
れ
ど
、
と
て
も
充
実

し
た
旅
で
し
た
。
初
め
は
不
安
で
、
心

配
な
こ
と
も
あ
り
ま
し
た
。
け
れ
ど
、

こ
の
旅
で
出
会
っ
た
全
国
の
友
達
や
、

リ
ー
ダ
ー
の
先
生
方
の
お
か
げ
で
、
こ

の
旅
を
、
一
生
に
残
る
思
い
出
に
す
る

こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　
日
中
友
好
の
旅
に
関
わ
っ
た
、
す
べ

て
の
方
々
に
感
謝
し
た
い
で
す
。
あ
り

が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

友好の絆を友友友友友友友友友友友好好好好好好好好好好好好のののののののの絆絆絆絆絆絆絆絆絆ををををををををををををを友友友友友友友友友友友友友好好好好好好好好好好のののののののののの絆絆絆絆絆絆絆絆絆絆絆をををををををををををを友好の絆を
日中友好「少年少女の翼」に参加

紫波地区セミナー
（県PTA研究大会第 6分科会） 二戸地区セミナー

開催期日 9 月 15日（土）9時 30分～ 11月 10日（土）13時 30分～
会　　場 矢巾町文化会館「田園ホール」 二戸市民文化会館「中ホール」
基調講演
(依頼予定講）

澄川　嘉彦　氏
（ハヤチネプロダクション代表）

田口　善政　氏
（もりおか啄木・賢治青春館館長）

パネリスト
予定者

・漫画家　　そのだつくし氏
・県母親委員長　鈴木祐子氏
・中央公民館長　高橋セツ子氏

・未来図書館　恒川かおり氏
・県母親委員長　鈴木祐子氏
・開催地から

※申込方法　市町村PTA事務局で取りまとめの上、申し込む。

第 17 回家庭教育セミナー開催のお知らせ
テーマ　　　支え合い　つながる喜び　家族の和
サブテーマ　～子どもたちに伝えたい　本当に大切なこと～

《内容》基調講演とパネルディスカッション

399_205_320.indd   6 12/07/09   17:23
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提
　
言

「
大
事
な
こ
と
は
身
体
で
学
ぶ
」

盛
岡
市
教
育
研
究
所
専
門
研
究
員

 

　
篠
田
　
宜
道

　
私
は
三
年
前
に
教
員
を
退
職
し
、
現

在
は
非
常
勤
で
盛
岡
市
内
の
先
生
方

の
お
手
伝
い
を
し
て
い
ま
す
。
今
回
、

紙
面
を
お
借
り
し
て
、
私
た
ち
人
は

大
事
な
こ
と
を
ど
の
よ
う
に
し
て
学

ん
で
き
た
の
か
考
え
て
み
ま
す
。

■
生
活
の
基
本

　
朝
起
き
て
顔
を
洗
う
こ
と
。
食
事

前
に
「
い
た
だ
き
ま
す
」
と
声
に
出

す
こ
と
。
相
手
と
目
線
を
合
わ
せ
て

話
す
こ
と
。
こ
の
よ
う
な
行
動
は
人

と
し
て
必
要
な
生
活
の
基
本
で
す
。

朝
の
「
行
っ
て
き
ま
す
」、
帰
宅
時
の

「
た
だ
い
ま
」、「
お
や
す
み
な
さ
い
」、

ま
だ
ま
だ
挙
げ
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　
皆
様
も
、
何
歳
頃
か
ら
言
え
る
よ
う

に
な
っ
た
の
か
の
明
確
な
記
憶
は
な

く
と
も
、
自
然
に
口
か
ら
出
る
よ
う

に
親
御
さ
ん
に
育
て
ら
れ
た
の
で
す
。

　
こ
れ
ら
の
行
動
は
、
そ
の
場
の
状

況
を
読
み
取
り
、
理
解
し
た
う
え
で
、

本
人
が
意
図
的
に
行
動
を
起
こ
す
も

の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
日
々
の
生
活

の
中
で
自
然
に
身
に
つ
い
た
行
動
で
、

習
慣
と
も
呼
ば
れ
ま
す
。
こ
の
習
慣
、

特
に
も
子
ど
も
の
頃
の
習
慣
は
、
強

く
残
り
一
生
付
い
て
回
る
と
い
わ
れ

ま
す
。

　
近
年
、
人
の
身
体
の
仕
組
み
が
明

ら
か
に
な
っ
て
き
ま
し
た
。
習
慣
は
、

脳
の
細
胞
や
神
経
回
路
の
つ
く
り
と

関
わ
っ
て
い
て
、
行
動
の
反
復
に
よ
っ

て
新
た
な
神
経
回
路
が
で
き
る
こ
と

等
が
わ
か
っ
て
き
ま
し
た
。

　
乳
児
期
の
母
親
と
の
情
報
の
や
り

取
り
が
、
脳
や
神
経
回
路
の
発
達
に
関

わ
っ
て
い
る
こ
と
も
わ
か
っ
て
き
ま

し
た
。
乳
幼
児
に
長
時
間
テ
レ
ビ
を

見
せ
る
こ
と
、
母
親
が
携
帯
電
話
に

夢
中
に
な
っ
て
子
ど
も
の
問
い
か
け

に
目
を
見
て
答
え
な
い
こ
と
な
ど
が

日
常
的
に
繰
り
返
さ
れ
る
と
子
供
の

精
神
の
発
達
に
影
響
が
出
か
ね
な
い

と
警
鐘
を
鳴
ら
す
専
門
家
も
い
ま
す
。

　
運
動
を
継
続
す
る
と
筋
肉
や
骨
格

が
発
達
し
て
、
腕
や
脚
が
太
く
な
る

こ
と
は
経
験
で
知
っ
て
い
ま
す
。
そ

れ
に
く
わ
え
て
、
子
供
の
体
内
で
は

そ
の
運
動
に
関
わ
る
脳
や
神
経
系
に

新
し
い
連
携
の
仕
組
み
が
作
ら
れ
る

と
い
う
の
で
す
。

　
何
年
か
前
、「
人
は
見
た
目
が
九
割
」

と
い
う
本
が
ベ
ス
ト
セ
ラ
ー
に
な
り

ま
し
た
。
著
者
は
本
の
中
で
「
言
葉
は

七
％
し
か
伝
え
な
い
」
と
、
人
と
人

と
の
関
わ
り
に
お
い
て
身
体
言
語
（
身

振
り
手
振
り
や
顔
の
表
情
等
の
微
妙

な
身
体
の
動
き
）
が
大
き
な
役
割
を
果

た
し
て
い
る
こ
と
を
述
べ
て
い
ま
す
。

　
小
学
校
に
入
学
し
た
と
き
、
進
級

し
て
新
し
い
学
級
に
な
っ
た
と
き
、

子
ど
も
た
ち
は
彼
ら
な
り
の
や
り
方

で
交
流
を
図
り
、
新
し
い
人
間
関
係

を
作
り
ま
す
。
大
人
ほ
ど
言
葉
が
発

達
し
て
い
な
い
子
供
同
士
の
交
流
に

は
身
体
言
語
の
果
た
し
て
い
る
役
割

が
大
き
い
こ
と
は
容
易
に
想
像
で
き

ま
す
。

　
笑
顔
で
の
呼
び
か
け
、
元
気
な
返

事
、
物
を
借
り
る
と
き
の
話
し
方
、

ご
み
を
ゴ
ミ
箱
に
入
れ
る
こ
と
、
子

ど
も
た
ち
は
習
慣
に
基
づ
い
て
行
動

し
ま
す
。
乳
幼
児
期
に
家
庭
の
中
で

身
に
つ
い
た
習
慣
は
、
保
育
園
や
小
学

校
で
の
友
達
作
り
の
手
掛
り
と
な
り
、

集
団
生
活
を
送
る
基
礎
に
な
り
ま
す
。

■
学
習
の
基
本

　
学
習
の
基
本
は
い
つ
の
時
代
に
お

い
て
も
「
読
み
、
書
き
、
そ
ろ
ば
ん
」

だ
と
思
い
ま
す
。
こ
の
三
つ
と
も
「
声

に
出
し
て
読
む
」「
漢
字
を
書
く
」「
書

い
て
計
算
す
る
」
の
よ
う
に
、
何
ら
か

の
身
体
の
運
動
を
通
し
て
学
び
ま
す
。

　
皆
さ
ん
も
小
学
校
低
学
年
の
と
き

に
掛
け
算
の
九
九
を
何
度
も
声
に
出

し
て
は
練
習
し
、
暗
記
し
た
記
憶
を

お
持
ち
の
こ
と
と
思
い
ま
す
。
漢
字

書
き
取
り
の
苦
労
も
日
本
人
共
通
の

苦
い
思
い
出
で
し
ょ
う
。
何
度
も
手
や

口
を
動
か
し
た
か
ら
こ
そ
、
記
憶
に

強
く
残
り
、
大
人
に
な
っ
て
も
即
座

に
思
い
出
す
こ
と
が
で
き
る
の
で
す
。

　
数
年
前
、
日
本
の
小
中
学
生
の
学
力

が
国
際
比
較
で
低
下
傾
向
に
あ
る
と

の
こ
と
で
、
義
務
教
育
の
あ
り
方
が
国

会
で
も
取
り
上
げ
ら
れ
、
教
育
基
本

法
等
の
法
律
の
一
部
が
変
り
ま
し
た
。

教
科
書
も
変
り
ま
し
た
。「
落
ち
こ
ぼ

れ
」
等
の
詰
め
込
み
教
育
の
批
判
を

受
け
て
改
訂
の
た
び
に
薄
く
な
っ
て

き
た
教
科
書
は
、
皆
様
の
お
子
様
が

現
在
使
用
中
の
教
科
書
か
ら
分
厚
く
、

ず
し
り
と
重
く
な
り
ま
し
た
。

　
し
か
し
な
が
ら
、
学
ぶ
量
が
増
え

た
こ
と
に
も
ろ
手
を
挙
げ
て
賛
成
す

る
わ
け
に
は
い
き
ま
せ
ん
。「
身
体
で

学
ぶ
」
こ
と
が
軽
く
扱
わ
れ
る
よ
う

に
な
る
と
「
落
ち
こ
ぼ
れ
」
問
題
の

再
燃
を
招
き
か
ね
ま
せ
ん
。
歴
史
は

繰
り
返
す
と
言
わ
れ
ま
す
が
、
繰
り

返
す
周
期
が
早
す
ぎ
る
の
は
考
え
も

の
で
す
。

　
二
千
五
百
年
前
に
人
の
道
を
説
き
、

今
で
も
書
店
に
並
ぶ
中
国
の
古
典
、

論
語
は
「
学
び
て
時
に
こ
れ
を
習
う
。

ま
た
よ
ろ
こ
ば
し
か
ら
ず
や
。」
で
始

ま
り
ま
す
。「
新
し
い
こ
と
を
知
っ
た

な
ら
ば
、
そ
れ
を
反
復
練
習
し
て
理

解
を
深
め
自
分
の
も
の
に
す
る
こ
と

は
嬉
し
い
こ
と
だ
」
の
よ
う
な
意
味

で
す
。
真
に
学
問
を
習
得
す
る
に
は
、

学
ん
だ
だ
け
で
な
く
、
反
復
練
習
が

肝
要
で
あ
る
と
い
う
学
び
の
本
質
を

述
べ
て
い
ま
す
。

　
人
の
身
体
は
、
話
を
一
度
聞
い
た
だ

け
で
記
憶
と
し
て
定
着
す
る
よ
う
に

は
な
っ
て
い
ま
せ
ん
。
い
つ
の
時
代

の
子
ど
も
に
も
論
語
に
い
う
「
こ
れ

を
習
う
」
場
、
繰
り
返
し
練
習
す
る

場
が
必
要
で
す
。
家
庭
で
の
学
習
は
、

こ
の
反
復
練
習
の
場
と
し
て
基
礎
学

力
の
形
成
に
不
可
欠
な
役
割
を
担
っ

て
い
ま
す
。

　
人
が
育
つ
過
程
で
は
、
人
の
持
つ
動

物
と
し
て
の
特
性
が
強
く
表
に
出
て

き
ま
す
。
科
学
技
術
の
進
歩
で
生
活
が

便
利
に
な
り
、
情
報
化
が
進
ん
だ
今
日

で
も
、
子
ど
も
の
成
長
に
は
、
時
間
を

か
け
て
身
体
で
学
ぶ
、
昔
と
変
ら
な

い
ス
テ
ッ
プ
が
必
要
だ
と
思
い
ま
す
。

プロフィール
　岩手大学卒業。本県中学校
教諭に採用され、理科を担当。
理科教育の振興に携わり岩手
県科学教育連合会の会長を歴

任。平成 21年 3月退職。
　現在は盛岡市教育研究所専門研究員 ( 非
常勤 )、学級経営や盛岡の先人教育に関わる
調査研究を担当。
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特色あるPTA
　
姥
屋
敷
小
中
学
校
は
、
小
学
生

児
童
11
名
、
中
学
生
生
徒
14
名
の

小
中
併
設
校
で
、
保
護
者
Ｐ
Ｔ
Ａ

会
員
は
16
世
帯
で
す
。
し
か
し
、

準
会
員
と
し
て
地
域
の
約
60
世
帯

に
加
入
し
て
い
た
だ
い
て
お
り
、

多
く
の
地
域
の
方
の
ご
支
援
を
受

け
な
が
ら
活
動
を
し
て
い
ま
す
。

　
岩
手
山
を
間
近
に
振
り
仰
ぐ
雄

大
な
自
然
の
中
、
子
ど
も
た
ち
は

勉
強
や
運
動
に
力
い
っ
ぱ
い
頑

張
っ
て
い
ま
す
が
、
そ
の
が
ん
ば

り
を
見
守
り
、
支
え
て
い
る
の
が

Ｐ
Ｔ
Ａ
の
活
動
で
す
。
少
人
数
の

学
校
ゆ
え
、
一
人
一
人
の
子
ど
も

の
活
躍
場
面
が
多
い
反
面
、
保
護

者
や
地
域
の
方
々
で
盛
り
上
げ
て

い
る
活
動
が
多
々
あ
り
ま
す
。

　
運
動
会
は
学
区
民
運
動
会
と
し

て
行
わ
れ
、
Ｐ
Ｔ
Ａ
厚
生
部
が
運

営
の
中
心
と
な
っ
て
、
様
々
な
役

割
を
担
い
ま
す
。
子
ど
も
た
ち
だ

け
で
な
く
、
親
の
出
番
も
沢
山
あ

る
の
が
特
徴
で
す
。

　
文
化
祭
も
Ｐ
Ｔ
Ａ
教
養
部
が
中

心
と
な
っ
て
、
バ
ザ
ー
や
展
示
に

関
わ
り
ま
す
。
な
ん
と
い
っ
て
も

Ｐ
Ｔ
Ａ
に
よ
る
演
劇
が
出
し
物
と

し
て
プ
ロ
グ
ラ
ム
に
盛
り
込
ま
れ

て
い
る
の
は
、
他
の
学
校
に
は
あ

ま
り
見
ら
れ
な
い
こ
と
で
は
な
い

で
し
ょ
う
か
。
親
た
ち
も
仕
事
を

終
え
て
夜
に
何
度
も
練
習
会
を
開

く
の
で
す
。

　「
卒
業
を
祝
う
会
」
で
は
親
や

地
域
の
方
々
が
集
ま
っ
て
幼
小
中

の
卒
園
・
卒
業
を
祝
い
ま
す
。
そ

の
ほ
か
夏
に
は
キ
ャ
ン
プ
や
登

山
、
冬
に
は
ス
キ
ー
を
親
子
レ
ク

と
し
て
実
施
し
て
い
ま
す
。

　
こ
れ
ら
の
活
動
の
中
で
全
会
員

が
心
を
一
つ
に
し
て
子
ど
も
た
ち

の
成
長
の
た
め
に
汗
を
流
す
た
め

に
集
う
こ
と
は
大
き
な
楽
し
み
で

あ
り
、
姥
屋
敷
小
中
学
校
Ｐ
Ｔ
Ａ

の
誇
り
で
す
。

 

（
会
長
　
齋
藤
芳
也
）

　
宮
古
市
立
千ち

　け
い鶏
小
学
校
は
、
昨

年
３
月
11
日
の
東
日
本
大
震
災
津

波
に
よ
り
被
災
し
ま
し
た
。
校
舎

の
復
旧
の
め
ど
は
未
だ
立
た
ず
、

現
在
は
隣
の
重
茂
小
学
校
の
一
部

を
教
室
に
あ
て
て
学
習
し
て
い
ま

す
。
全
校
19
名
の
子
ど
も
た
ち
は

約
10
キ
ロ
の
道
の
り
を
バ
ス
で
登

下
校
し
て
い
ま
す
。
学
習
環
境
と

し
て
は
十
分
な
も
の
と
は
い
え
ま

せ
ん
が
、
子
ど
も
た
ち
は
元
気
に

学
習
に
励
ん
で
い
ま
す
。

　
Ｐ
Ｔ
Ａ
活
動
も
以
前
の
よ
う
な

活
動
は
な
か
な
か
で
き
な
い
状
況

に
あ
り
ま
す
。
以
前
行
わ
れ
て
い

た
わ
か
め
を
収
穫
す
る
行
事
は
今

年
も
実
施
は
不
可
能
で
し
た
。

　
そ
ん
な
中
、
昨
年
は
「
親
子
遠

足
」
を
実
施
し
ま
し
た
。
遠
野
市

と
花
巻
市
を
訪
れ
、
ぶ
ど
う
狩
り

な
ど
を
行
い
好
評
を
得
ま
し
た
。

　
今
年
は
「
小
岩
井
農
場
」「
盛

岡
手
作
り
村
」
へ
の
遠
足
を
企
画

し
、
準
備
し
て
い
ま
す
。
今
年
は

そ
れ
に
加
え
て
、以
前「
姉
吉
キ
ャ

ン
プ
場
」
で
行
っ
て
い
た
「
親
子

キ
ャ
ン
プ
」
を
復
活
さ
せ
よ
う
と

し
て
い
ま
す
。「
姉
吉
キ
ャ
ン
プ

場
」
は
津
波
に
よ
り
使
用
不
可
能

で
す
の
で
、
他
の
施
設
で
の
キ
ャ

ン
プ
を
企
画
し
て
い
ま
す
。
親
と

子
が
協
力
し
て
料
理
し
、
キ
ャ
ン

プ
フ
ァ
イ
ヤ
ー
を
囲
む
。
そ
ん
な

活
動
は
、
き
っ
と
子
ど
も
た
ち
の

忘
れ
ら
れ
な
い
思
い
出
と
な
る
こ

と
で
し
ょ
う
。

　
被
災
し
た
地
域
の
Ｐ
Ｔ
Ａ
で

は
、
こ
れ
ま
で
と
は
違
っ
た
形
の

活
動
を
強
い
ら
れ
て
い
る
こ
と
は

共
通
し
て
い
る
こ
と
で
し
ょ
う
。

し
か
し
、「
全
て
は
子
ど
も
た
ち

の
笑
顔
と
元
気
の
た
め
に
」
を
合

言
葉
に
Ｐ
Ｔ
Ａ
活
動
を
継
続
す
る

こ
と
が
、
復
興
へ
の
一
歩
を
刻
む

こ
と
と
信
じ
て
い
ま
す
。

 

（
会
長
　
前
山
一
彦
）

 

奥
州
市
立
江
刺
第
一
中
学
校
Ｐ
Ｔ
Ａ

　
江
刺
第
一
中
学
校
Ｐ
Ｔ
Ａ
は
、

共
に
つ
な
が
り
あ
う
Ｐ
Ｔ
Ａ
を
目

指
し
て
活
動
し
て
い
ま
す
。
１
学

期
に
は
、
２
学
年
Ｐ
Ｔ
Ａ
主
催

の
校
地
内
の
草
刈
作
業
を
親
子

で
取
り
組
み
ま
し
た
。
２
学
期
に

は
、
Ｐ
Ｔ
Ａ
研
修
部
主
催
の
カ
ル

チ
ャ
ー
講
座
を
開
催
し
、
陶
芸
・
ヨ

ガ
・
ビ
ー
ズ
・
フ
ラ
ワ
ー
ア
レ
ン
ジ

メ
ン
ト
・
Ａ
Ｅ
Ｄ
の
扱
い
方
に
取
り

組
み
ま
し
た
。
ま
た
、
江
刺
区
内

単
位
Ｐ
Ｔ
Ａ
対
抗
の
ス
ポ
ー
ツ
交

流
会
で
は
、
親
同
士
が
熱
い
プ
レ
ー

と
応
援
の
中
で
つ
な
が
り
を
広
げ

る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

全
会
員
で
一
致
団
結

全
て
は
笑
顔
と
元
気
の
た
め
に

滝
沢
村
立
姥
屋
敷
小
中
学
校
Ｐ
Ｔ
Ａ

宮
古
市
立
千
鶏
小
学
校
Ｐ
Ｔ
Ａ

表
紙
「
写
真
説
明
」
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